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1． 目的 
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本予測検討は、「大規模小売店舗を設置するものが配慮すべき事項に関する指針」（平成 19

年２月１日、経済産業省告示第 16号）（以下、指針という）を基本とし、店舗の設置に伴い発生

する騒音が周辺地域の生活環境に与える影響について、定められた諸条件を基に予測を行い、関

係機関との協議資料を作成するものである。 

 

［参考資料］ 

(1) 大規模小売店舗を設置するものが配慮すべき事項に関す

る指針 経済産業省 

商務情報政策局 

流通政策課 

Ｈ19 年２月 

(2) 大規模小売店舗から発生する騒音の手引き（第２版） Ｈ20 年 10 月 

(3) 騒音の予測に係るケーススタディ Ｈ13 年２月 

(4) 大規模小売店舗における騒音対策 Ｈ15 年６月 
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2． 騒音に係る基準 
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2.1  環境基準 

「大規模小売店舗を設置するものが配慮すべき事項に関する指針」に基づき、騒音予測結果

の評価に用いる騒音に係る環境基準は表 2-1 のとおりである。 

騒音に係る環境基準は、無指定地域であり、指定がない。計画店舗の南側は、事業所（運送

業、工場）が立地し、その南側に住居が点在していることから「Ｃ類型」とする。 

 

表 2-１ 騒音に係る環境基準（一般地域） 

地域 
の 
類型 

基準値 

昼  間 
午前６時から 
午後 10 時まで 

夜  間 
午後 10 時から翌日 
の午前６時まで 

ＡＡ 50 dB 以下 40 dB 以下 

Ａ及びＢ 55 dB 以下 45 dB 以下 

Ｃ 60 dB 以下 50 dB 以下 

（注）１ ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等
が集合して設置される地域など特に静穏を要する地域と
する。 

２ Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域と
する。 

３ Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地
域とする。 

４ Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工
業等の用に供される地域とする。 
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2.2  規制基準 

騒音規制法に基づく規制基準は表 2-2 に示すとおりである。騒音に係る規制基準は、無指定

地域であり、指定がない。計画店舗の南側は、事業所（運送業、工場）が立地し、その南側に

住居が点在していることから「第３種区域」とする。 

 

表 2-２ 騒音規制法に基づく指定地域の騒音規制基準 
時間の区分 

 

 

区域の区分 

朝 
 

午前６時から 
午前８時まで 

昼 間 
 

午前８時から 
午後６時まで 

夕 
 

午後６時から 
午後 10 時まで 

夜 間 
 

午後 10 時から 
翌朝６時まで 

第 １ 種 区 域 45 dB 50 dB 45 dB 40 dB 

第 ２ 種 区 域 50 dB 60 dB 50 dB 45 dB 

第 ３ 種 区 域 60 dB 65 dB 60 dB 50 dB 

第 ４ 種 区 域 70 dB 70 dB 70 dB 60 dB 

（注）１ 第１種区域を当てはめる地域は、主として居住専用地域とする。 

２ 第２種区域を当てはめる地域は、主として居住地域とする。 

３ 第３種区域を当てはめる地域は、主として商業地域（住、商、工、混在地域を含
む）とする。 

４ 第４種区域を当てはめる地域は、主として工業地域とする。 
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3． 騒音予測の概要 
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3.1  騒音予測対象 

計画店舗より発生する騒音発生源は表 3-１に示すとおりである。 

 

表 3-１ 騒音予測の対象とした騒音発生源 

騒音の種別 騒音発生源 

定常騒音 設備騒音 
キュービクル、冷凍室外機、空調室
外機、換気扇 

変動騒音 

荷さばき作業音 後進ブザー音、台車走行音 

廃棄物収集作業音 
後進ブザー音、台車走行音、圧縮作
業音 

自動車走行音 
乗用車（来客車両、従業員車両） 
作業車（搬入車両、廃棄物収集車両） 

衝撃騒音 荷さばき作業音 荷おろし音 
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3.2  等価騒音レベルの予測方法 

平均的な状況を呈する日における昼間（6～22時）と夜間（22～6 時）の等価騒音レベルを予

測した。 

3.2.1  定常騒音の予測 

(1)  予測基本式 
定常騒音の予測については、以下に示す距離減衰及び建家等の障壁による回折減衰を考

慮した点音源モデルを用いた。 

id
i

ipAipA L
r
rrLL ,
0

100,, log20)(      

ここで、 ＬpA,i ：ｉ番目の騒音源による予測地点における騒音レベル（dB） 

    ＬpA,i(r0) ：ｉ番目の騒音源による基準距離における騒音レベル（dB） 

      ri  ：ｉ番目の騒音源から予測地点までの距離（ｍ） 

      r０  ：１ｍ（基準距離） 

     ΔＬd,i ：ｉ番目の騒音源に対する回折効果による補正量（dB） 

 

(2)  回折による減衰量の算出 
本予測では、建屋を障害物と考え、これらによる回折減衰量(ΔＬd,i)は、前川のチャー

トの近似式を用いた。なお、それぞれの騒音発生源ごとに卓越した代表周波数を設定し計

算した。 
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（±符号の＋はＮ＜0、－はＮ＞0のとき） 

ここで、 Ｎ ：フレネル数（Ｎ=2δ/λ） 

δ ：行路差（ｍ） 

λ ：波長（ｍ）（λ=c/f） 

ｃ ：音速（ｍ／ｓ）（c=340） 

ｆ ：各騒音発生源の代表周波数（Hz） 
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(3)  等価騒音レベル（ＬAeq,T,a）の算出 
定常騒音の継続時間から、それぞれの騒音ごとに時間積分値を求め、対象とする時間区

分の等価騒音レベルを算出した。 
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ここで、Ｔ ：対象とする時間区分の時間（s）＜昼間：57,600(s), 夜間：28,800(s) 

Ｔi ：対象とする時間区分におけるｉ番目の定常騒音継続時間（s） 

ＬpA,I ：ｉ番目の定常騒音源による予測地点における騒音レベル（dB） 
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3.2.2  変動騒音の予測 

(1)  予測基本式 
変動騒音の予測については、以下に示す距離減衰及び障壁による回折減衰を考慮した点

音源モデルを用いた。 

id
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ipAipA L
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100,, log20)(      

ここで、 ipAL ,  ：ｉ番目の騒音源による予測地点における騒音のエネルギー的な時間平均

値（dB） 

    )( 0, rL ipA ：ｉ番目の騒音源による基準距離における騒音のエネルギー的な時間平均

値（dB） 

     ri ：ｉ番目の騒音源から予測地点までの距離（ｍ） 

     r０ ：１ｍ（基準距離） 

   ΔＬd,i ：ｉ番目の騒音源に対する回折効果による補正量（dB） 

 

(2)  回折による減衰量の算出 
定常騒音の場合と同様とした。 

 

(3)  等価騒音レベル（ＬAeq,T,b）の算出 
変動騒音の継続時間から、それぞれの騒音ごとに時間積分値を求め、対象とする時間区

分の等価騒音レベルを算出した。 
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ここで、Ｔ：対象とする時間区分の時間（s）＜昼間：57,600(s)、夜間：28,800(s)＞ 

Ｔi：対象とする時間区分におけるｉ番目の変動騒音継続時間（s） 

ipAL , ：ｉ番目の変動騒音源による予測地点における騒音のｴﾈﾙｷﾞｰ的な時間平均値

(dB) 
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3.2.3  衝撃騒音の予測 

(1)  予測基本式 
衝撃音の予測については、それぞれの作業を１回あたりの騒音を単発騒音暴露レベルと

して設定し、以下に示すとおり距離減衰及び障壁による回折減衰を考慮した点音源モデル

を用いた。 

id
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iAEiAE L
r
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100,, log20)(      

ここで、 iAEL ,   ：ｉ番目の騒音源による予測地点における単発騒音暴露レベル（dB） 

    )( 0, rL iAE  ：ｉ番目の騒音源による基準距離における単発騒音暴露レベル（dB） 

      ri ：ｉ番目の騒音源から予測地点までの距離（ｍ） 

      r０ ：１ｍ（基準距離） 

    ΔＬd,i ：ｉ番目の騒音源に対する回折効果による補正量（dB） 

 

(2)  回折による減衰量の算出 
定常騒音の場合と同様とした。 

 

(3)  等価騒音レベル（ＬAeq,T,ｃ）の算出 
単発騒音暴露レベルで設定した騒音の発生回数から、対象とする時間区分の等価騒音レ

ベルを算出した。 
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ここで、 Ｔ ：対象とする時間区分の時間（s）＜昼間：57,600(s)、夜間：28,800(s)

＞ 

Ｔ0 ：基準時間（1s） 

Ｎi ：対象とする基準時間帯において発生するｉ番目の衝撃騒音の発生回

数 

ＬAE,i：ｉ番目の衝撃騒音源からの騒音の単発騒音暴露レベル（dB） 
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3.2.4  自動車走行音以外の騒音全体の等価騒音レベルの合成 

３-２-１、３-２-２及び３-２-３で算出した各騒音の等価騒音レベルを合成し、自動車走

行音以外の騒音全体の等価騒音レベルを算出した。 

 

)101010(log10 10/10/10/
10,,

,,,,,, cTAeqbTAeqaTAeq LLL
storeTAeqL     
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3.2.5  自動車走行音の予測 

(1)  予測基本式 
来店自動車、搬出入車両及び廃棄物収集車両の走行に伴って発生する騒音の予測は、以

下に示す距離減衰及び障壁による回折減衰を考慮した点音源モデルを用い、等価騒音レベ

ルの予測については、日本音響学会提案の予測式（ASJ Model 2008）に基づいて算出した。 

igidiWAipA LLrLL ,,10, log208         

ここで、ＬpA,i ：ｉ番目の区間を通過する自動車による予測地点における騒音レベル

（dB） 

ＬWA ：自動車走行騒音のＡ特性音響パワーレベル（dB） 

ri ：ｉ番目の区間を通過する自動車から予測地点までの距離（m） 

ΔLd,i ：ｉ番目の区間を通過する自動車に対する回折効果に関する補正量

（dB） 

ΔLg,i ：ｉ番目の区間を通過する自動車に対する地表面効果に関する補正値

（dB） 

 

また、回折減衰量（ΔLd,i）については、以下の式により計算した。なお、地表面減衰量

（ΔLg,i）は、考慮しないものとした。 
 

 
 

 
 

 

 

     

   

   

053.00
1053.0)(sinh175

1 log1020
414.01

10

　＜　　　　　　　　　　　

＜　　

　　　　　　　　

 

  

  

dL  

（±符号の＋はδ＜0、－はδ＞0のとき） 

ここで、 δ ：行路差［ｍ］ 
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(2)  自動車走行音の単発騒音暴露レベルの算出 
予測地点におけるＡ特性音圧レベル（騒音レベル）から単発騒音暴露レベル（ＬAE）を求

め、対象となる走行車線における各時間帯（昼間）の等価騒音レベル（ＬAeq,T,vehicle）を算

出した。 

なお、自動車道線上に５ｍ間隔でユニットを配置した。 

 

T
NLL

t
T

L

T
AEvehicleTAeq

i
i

L
AE

ipA

10,,

10/

0
10

log10

101log10 ,

  

    
 

 

ここで、ＬＡＥ ：単発騒音暴露レベル（ユニットパターンのエネルギー積分値）（dB） 

ＮＴ ：時間範囲Ｔ(s)の間の交通量（台） 

Ｔ ：対象とする基準時間帯の時間（ｓ）（昼間：57,600(s)、夜間：28,800(s)） 

Ｔ０ ：１ｓ（基準時間） 

ＬpA,i ：自動車走行騒音のＡ特性音圧レベル（dB） 

Δti :自動車がｉ番目の区間に存在する時間（ｓ） 

 

なお、ユニットパターンとは、図 3-１に示すとおり１台の車が道路上を単独で走行した

際の予測地点におけるＡ特性音圧レベルの時間的変化を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-１ 点音源の設定とユニットパターン 

Δti 

ユニットパターン 

LpA,i 
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3.2.6  計画店舗から発生する騒音全体の等価騒音レベルの算出 

「自動車走行音以外の騒音（ＬAeq,T,store）」と「自動車走行音（ＬAeq,T,vehicle）」を合成して、

店舗から発生する騒音全体の等価騒音レベルを算出した。 

 

)1010(log10 10/10/
10,

,,,, vehicleTAeqstoreTAeq LL
TAeqL    
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3.3  夜間における騒音レベルの最大値の予測方法 

騒音規制法の夜間（22～6 時）において騒音が発生する場合、それぞれの騒音源から発生す

る騒音について、定常騒音は騒音レベルの合成値、変動騒音及び衝撃騒音は騒音レベルの最大

値を予測した。 

 

3.3.1  定常騒音の予測 

(1)  予測基本式 
定常騒音の予測については、以下に示す距離減衰及び建家等の障壁による回折減衰を考

慮した点音源モデルを用いた。 

id
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ここで、 ＬpA,i ：ｉ番目の騒音源による予測地点における騒音レベル（dB） 

    ＬpA,i(r0) ：ｉ番目の騒音源による基準距離における騒音レベル（dB） 

      ri  ：ｉ番目の騒音源から予測地点までの距離（ｍ） 

      r０  ：１ｍ（基準距離） 

     ΔＬd,i ：ｉ番目の騒音源に対する回折効果による補正量（dB） 

 

(2)  回折による減衰量の算出 
本予測では、建屋を障害物と考え、これらによる回折減衰量(ΔＬd,i)は、前川のチャー

トの近似式を用いた。なお、それぞれの騒音発生源ごとに卓越した代表周波数を設定し計

算した。 
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（±符号の＋はＮ＜0、－はＮ＞0のとき） 

ここで、 Ｎ ：フレネル数（Ｎ=2δ/λ） 

δ ：行路差（ｍ） 

λ ：波長（ｍ）（λ=c/f） 

ｃ ：音速（ｍ／ｓ）（c=340） 

ｆ ：各騒音発生源の代表周波数（Hz） 
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3.3.2  変動騒音及び衝撃騒音の予測 

(1)  予測基本式 
夜間における変動騒音及び衝撃騒音は、以下に示す距離減衰及び障壁による回折減衰を

考慮した点音源モデルを用いた。 

id
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iAiA L
r
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100max,max, log20)(      

ここで、 iAL max,   ：ｉ番目の騒音源による予測地点における騒音レベルの最大値（dB） 

    )( 0max, rL iA ：ｉ番目の騒音源による基準距離における騒音レベルの最大値（dB） 

      ri  ：ｉ番目の騒音源から予測地点までの距離（ｍ） 

      r０  ：１ｍ（基準距離） 

     ΔＬd,i ：ｉ番目の騒音源に対する回折効果による補正量（dB） 

 

(2)  回折による減衰量の算出 
定常騒音の場合と同様とした。 
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4． 騒音発生源の設定 
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各騒音発生源の騒音レベルの原単位、稼働時間・作業回数及び設定根拠は表 4-１に示すとおり

である。なお、設定した騒音発生源の配置図は図 4-１に示すとおりである。 

 

表 4-１(1) 騒音発生源一覧（定常騒音 1） 

1 MAC-1 85 PWL 14.5 0.0
2 MAC-2 85 PWL 14.5 0.0
3 MAC-3 85 PWL 14.5 0.0
4 MAC-4 85 PWL 14.5 0.0
5 PAC- 1 74 PWL 14.5 0.0
6 PAC- 1 74 PWL 14.5 0.0
7 PAC- 2 76 PWL 14.5 0.0
8 PAC- 3 76 PWL 14.5 0.0
9 PAC- 4 78 PWL 14.5 0.0
10 PAC- 5 80 PWL 14.5 0.0
11 PAC- 5 80 PWL 14.5 0.0
12 PAC- 6 83 PWL 14.5 0.0
13 PAC- 7 67 PWL 14.5 0.0
14 PAC- 8 76 PWL 14.5 0.0
15 RC- 1 54 PWL 14.5 0.0
16 RC- 1 54 PWL 14.5 0.0
17 RC- 2 56 PWL 14.5 0.0
18 RC- 2 56 PWL 14.5 0.0
19 RC- 3 62 PWL 14.5 0.0
20 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
21 HEU-2 50 1.5 14.5 0.0
22 HEU-2 50 1.5 14.5 0.0
23 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
24 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
25 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
26 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
27 HEU-11 41.5 1 14.5 0.0
28 HEU-11 41.5 1 14.5 0.0
29 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
30 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
31 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
32 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
33 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
34 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
35 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
36 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
37 HEU-1 50 1.5 14.5 0.0
38 HEU-12 41.5 1 14.5 0.0
39 HEU-4 40 1.5 14.5 0.0
40 HEU-5 50 1.5 14.5 0.0
41 HEU-5 50 1.5 14.5 0.0
42 HEU-10 32 1.5 14.5 0.0
43 HEU-10 32 1.5 14.5 0.0
44 HEU-7 40 1.5 14.5 0.0
45 HEU-9 35.5 1.5 14.5 0.0
46 HEU-7 40 1.5 14.5 0.0
47 HEU-9 35.5 1.5 14.5 0.0
48 HEU-8 50 1.5 14.5 0.0

空調室外機

メーカー
値

設定
根拠

カタログ
番号

騒音発生源の種類
基準距離における

騒音レベル
騒音

レベル
（dB）

基準
距離

（ｍ）

騒音
種別

予測
項目

種別

図面の
記号

定
常
騒
音

稼働時間
（時間）

昼間 夜間

換気扇

設
備
騒
音
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表 4-１(2) 騒音発生源一覧（定常騒音 2） 

49 EF-1 22 1 14.5 0.0
50 EF-11 42 1 14.5 0.0
51 EF-11 42 1 14.5 0.0
52 EF-12 41.5 1 14.5 0.0

53-1 EF-3 42 1 14.5 0.0
53-2 EF-3 42 1 14.5 0.0
53-3 EF-4 34 1 14.5 0.0
53-4 EF-5 34 1 14.5 0.0
53-5 EF-6 34 1 14.5 0.0
53-6 EF-9 25 1 14.5 0.0
53-7 HEU-3 40 1.5 14.5 0.0
53-8 HEU-4 40 1.5 14.5 0.0
53-9 HEU-5 50 1.5 14.5 0.0
53-10 HEU-5 50 1.5 14.5 0.0
53-11 HEU-6 50 1.5 14.5 0.0
54-1 EF-14 56 1.5 14.5 0.0
54-2 EF-15 69.5 1.5 14.5 0.0
54-3 EF-16 65 1.5 14.5 0.0
54-4 EF-7 27.5 1 14.5 0.0
54-5 EF-8 22 1 14.5 0.0
54-6 EF-10 42 1 14.5 0.0
54-7 HEU-12 41.5 1 14.5 0.0
55-1 EF-2 22 1 14.5 0.0
55-2 EF-2 22 1 14.5 0.0
55-3 EF-18 30 1 14.5 0.0
55-4 EF-18 30 1 14.5 0.0
55-5 EF-18 30 1 14.5 0.0
55-6 EF-18 30 1 14.5 0.0
55-7 HEU-10 32 1.5 14.5 0.0
55-8 HEU-10 32 1.5 14.5 0.0
56-1 EF-17 69.5 1.5 14.5 0.0
56-2 HEU-8 50 1.5 14.5 0.0
56-3 HEU-13 41.5 1 14.5 0.0
57 HEU-13 41.5 1 14.5 0.0
58 WHG-1 48 1 16.0 8.0
59 WHG-1 48 1 16.0 8.0
60 WHG-1 48 1 16.0 8.0
61 WHG-1 48 1 16.0 8.0
62 WHG-1 48 1 16.0 8.0
63 WHG-1 48 1 16.0 8.0
64 WHG-1 48 1 16.0 8.0
65 WHG-1 48 1 16.0 8.0
66 EF-19 32 1 16.0 8.0
67 EF-19 32 1 16.0 8.0
68 EF-19 32 1 16.0 8.0
69 EF-19 32 1 16.0 8.0
70 EF-19 32 1 16.0 8.0
71 EF-19 32 1 16.0 8.0
72 EF-19 32 1 16.0 8.0
73 EF-19 32 1 16.0 8.0

キュービクル 74 CB-1 51.7 1 16.0 8.0

定
常
騒
音

設
備
騒
音

換気扇

メーカー
値

給湯器

換気扇

設定
根拠騒音

種別
予測
項目

種別
騒音

レベル
（dB）

基準
距離

（ｍ）

昼間 夜間

騒音発生源の種類
図面の
記号

カタログ
番号

基準距離における
騒音レベル

稼働時間
（時間）

 

※カタログ番号及びメーカー値は「資料-２」参照 

※基準距離の PWL はパワーレベルを示す。 
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■ 騒音予測における乗用車台数の考え方 

 (1) 来客車両について 

来客車両は、指針の計算式により１日当たりの来客台数を算出した。 

＜指針の計算式による１日当たりの来客台数＞ 

Ａ×Ｓ×Ｃ÷Ｄ ＝1,061×1.299×0.80÷2.0≒551.3≒551(台) 

A：店舗面積当たり日来客数原単位：1,061 人/千㎡ 

S:店舗面積：1.299 千㎡ 

C:自動車分担率：80％ 

D:平均乗車人員：2 人/台 

  

(2) 走行経路に配置した音源に割り当てる台数について 

来客車両がどの経路を通ってどの駐車マスを利用するかを特定することは困難であるため、

時間帯毎の全台数が全ての経路を通ると仮定した。 

来客者数から、走行経路に配置した音源に割り当てる台数は以下のとおりである。 

 

表 4-２ 騒音予測における乗用車台数 

音源№ 乗用車台数 場所 

1～71 551 台×2（来店、退店）＝1,102 台 駐車場 1、2、3 

72～83 
16 台×2（来場、退場）＋ 

16 台×2（場外へのお出かけ）＝64 台 
オートキャンプ場 

 (注)音源№は図 4-1 参照 

 

(3) 時間帯別来客台数 

来客車両が駐車場を利用することができる時間帯を 

踏まえて、時間帯別来客台数を設定する。オートキャンプ場は、予約者が利用可能となる

時間から 4時間（「交通処理計画検討書」P3-5）に設定する。 

 

場所 駐車可能時間帯 時間帯別来客台数 

駐車場1 午前8時30分から午後9時30分まで 1,102台÷13時間＝85台/時 

駐車場2 午前8時30分から午後9時30分まで 1,102台÷13時間＝85台/時 

駐車場3 午前8時30分から午後9時30分まで 1,102台÷13時間＝85台/時 

オートキャンプ場 
午前11時00分から午後3時00分まで 32台÷4時間＝8台/時 

午後3時00分から午後9時00分まで 32台÷6時間＝5.33≒5台/時 
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■ 騒音予測における大型車台数の考え方 

荷さばき作業車の台数は、以下のとおり設定した。 

表 4-３ 荷さばき車両台数 

荷さばきを行う時間帯 到着台数 車 両ｔ×台 数 
１台あたりの平均的

荷さばき時間 

8:00～9:00 2 台（※1） 4ｔ以下×2台 10 分 

9:00～10:00 2 台 4ｔ以下×2台 10 分 

10:00～11:00 2 台（※2） 4ｔ以下×2台 10 分 

合       計 6 台 4ｔ以下×6台  

※1：通学の時間帯を避ける 

※2：廃棄物収集車両 

 

■ 自動車の走行速度について 

乗用車数、荷さばき作業車及び廃棄物収集作業車の走行速度は以下のとおりとした。 

表 4-４ 自動車の走行速度 

種別 走行速度 

乗用車 
（来客車両） 

20 km/h 

荷さばき車両 
廃棄物収集車両 

10 km/h 
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図 4-１(1) 騒音発生源配置図（全体平面図） 
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図 4-１(2) 騒音発生源配置図（アウトドアビジターセンター周辺詳細図） 
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図 4-１(3) 騒音発生源配置図（アウトドアビジターセンター立面図） 
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5． 予測地点の設定 
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5.1  等価騒音レベルの予測地点 

環境基準値と対比する等価騒音レベルの予測地点は、音源の位置と現況の土地利用を考慮し、住居等

を対象に表 5-１に示す予測地点を設定した。また、夜間（午後 10 時～午前６時）の騒音発生源として

は、設備機器の稼動があることから、各予測地点で夜間においても環境基準値と対比する等価騒音レベ

ル予測を行った。 

 

店舗敷地の北側は小田川、東側は主要地方道矢掛寄島線及び駐車場、西側は嵐山であり、住居が立地

していないことから予測地点は選定しない。店舗敷地の南側の住居を予測地点として選定する。なお、

駐車場２、３および（仮称）防災公園の南側は大規模な工場のため予測地点は選定しない。 

 

表 5-１ 等価騒音レベルの予測地点の選定理由 

予測地点 選定理由 地域の類型 

Ａ 
（２階） 

計画店舗南側の住居（２階建て）で、施設の利用及び自
動車走行による騒音の影響が懸念されるため選定した。 

Ｃ類型 
昼間：60dB 以下 
夜間：50dB 以下 

Ｂ 
（２階） 

計画店舗南側の住居（２階建て）で、施設の利用及び自
動車走行による騒音の影響が懸念されるため選定した。 

Ｃ類型 
昼間：60dB 以下 
夜間：50dB 以下 
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5.2  夜間における騒音レベルの最大値の予測地点 

等価騒音レベルの予測地点から影響が大きいと考えられる音源を結んだ線と計画店舗の敷地境界線の

交点上の高さ 1.2ｍに、夜間最大値の予測地点ａ～ｂを表 5-２に示すとおり設定した。 

 

店舗敷地の北側は小田川、東側は主要地方道矢掛寄島線及び駐車場、西側は嵐山であり、住居が立地

していないことから予測地点は選定しない。店舗敷地の南側の住居を予測地点として選定する。なお、

駐車場２、３および（仮称）防災公園の南側は大規模な工場のため予測地点は選定しない。 

 

表 5-２ 夜間最大値の予測地点における規制基準値 

予測地点 予測高さ 区域の区分 規制基準値 

ａ 1.2ｍ 第３種区域 50dB 以下 

ｂ 1.2ｍ 第３種区域 50dB 以下 
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6． 予測結果 
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6.1  等価騒音レベルの予測結果 

等価騒音レベルの予測結果は、表 6-１に示すとおりである。 

全ての予測地点で、昼間、夜間とも環境基準値を満足する結果となった。 
 

表 6-１(1) 等価騒音レベルの予測結果 ＜昼間（午前 6時～午後 10時）＞ 

予測 

地点 

地点名 Ａ-2F Ａ-1F Ｂ-2F Ｂ-1F 

高さ（ｍ） 
4.0 
(2F) 

1.2 
4.0 
(2F) 

1.2 

定常騒音 設備騒音 49.0 49.0 45.9 45.9 

変動騒音 

荷さばき作業  0.0  0.0 18.8 18.8 

廃棄物収集作業 11.8 11.3 36.1 36.1 

乗用車両走行音 38.1 38.1 37.1 37.1 

作業車両走行音 25.8 25.8 27.3 27.3 

衝撃騒音 荷さばき作業  0.0  0.0 17.4 17.4 

合成 49.4 49.4 46.9 46.9 

用途地域 用途地域指定なし 用途地域指定なし 

地域の類型 Ｃ類型 Ｃ類型 

環境基準 60 60 

評  価 適 適 適 適 

 

表 6-１(2) 等価騒音レベルの予測結果 ＜夜間（午後 10 時～午前 6時）＞ 

予測 

地点 

地点名 Ａ-2F Ａ-1F Ｂ-2F Ｂ-1F 

高さ（ｍ） 
4.0 
(2F) 

1.2 
4.0 
(2F) 

1.2 

定常騒音 設備騒音 17.2 17.2 19.2 19.2 

変動騒音 

荷さばき作業 － － － － 

廃棄物収集作業 － － － － 

乗用車両走行音 － － － － 

作業車両走行音 － － － － 

衝撃騒音 荷さばき作業 － － － － 

合成 17.2 17.2 19.2 19.2 

用途地域 用途地域指定なし 用途地域指定なし 

地域の類型 Ｃ類型 Ｃ類型 

環境基準 50 50 

評  価 適 適 適 適 
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6.2  夜間における騒音レベルの最大値の予測結果 

夜間における騒音レベルの最大値の予測結果は表 6-２及び表 6-３に示すとおりである。 

全ての予測地点で、規制基準値を満足する結果となった。 

 

表 6-２ 夜間における騒音レベルの最大値の予測結果（敷地境界） 

予測地点 
地点名 a-1F b-1F 

高さ（ｍ） 1.2 1.2 

定常騒音 
設備騒音 

の合成値 
35.7 20.9 

用途地域 用途地域指定なし 

区域の区分 第３種 第３種 

規制基準値 50 50 

評  価 適 適 

 
 

表 6-３ 夜間における騒音レベルの最大値の予測結果（住居） 

予測地点 
地点名 Ａ-2F Ａ-1F Ｂ-2F Ｂ-1F 

高さ（ｍ） 4.0 1.2 4.0 1.2 

定常騒音 
設備騒音 

の合成値 
17.2 17.2 19.2 19.2 

用途地域 用途地域指定なし 

区域の区分 第３種 第３種 第３種 第３種 

規制基準値 50 50 50 50 

評  価 適 適 適 適 
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〇資料-1 自動車走行騒音等の発生源の設定 

 
自動車走行騒音等の騒音原単位は以下に示す値を使用した。 
 

表 自動車走行騒音等の設定根拠 

 
※自動車走行音の騒音レベルはパワーレベルを示す。 

※大型車のパワーレベルは、道路交通騒音の予測モデル”ASJ RTN-Model 2008”の大型車・非定常走

行の算出方法を用いて算出した。 

（PWL＝90＋10log10V  V:走行速度（10km/h）） 

※設定根拠の「指針値」とは、「大規模小売店舗から発生する騒音予測の手引き(第２版)(平成 20 年

10 月、経済産業省商務情報政策局流通政策課)」に基づく値。 

 
  

搬入車後
進ブザー

90 5秒×4台 － 指針値

台車走行 71 5秒×10回×4台 － 指針値

廃棄物収
集車後進
ブザー

90 5秒×2台 － 指針値

台車走行 71 5秒×10回×2台 － 指針値

圧縮作業 90 10分×2台 － 指針値

搬入車・
廃棄物収

集車両走行

搬入車・
廃棄物収

集車両走行音

100 6 －

ASJ
RTN-
Model

2008

衝

撃
騒
音

荷

さ
ば
き

作

業
音

荷おろし音

（リフト
昇降音）

荷さばき・

廃棄物収
集作業音

86.1 10回×4台 － 指針値

自
動

車
走

行

変
動

騒
音

荷さばき・

廃棄物収
集作業音

荷
さ

ば
き
作

業
音

廃
棄

物
収
集

作
業
音

乗用車
走行

乗用車走行音

駐車場①：1～30
駐車場②：1～22
駐車場③：1～15

ユニットキャンプ
駐車場：1～32

騒音
種別

予測
項目

騒音
発生源

騒音発生源の種類
図面の

記号

82
駐車場：551台×2（往復）

オートキャンプ場：16台×4（2往復）
－ 指針値

作業回数等

昼間 夜間

設定

根拠

基準距離1ｍ
における

騒音レベル
（dB）
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〇資料-2 メーカーカタログ 

 設備機器の騒音原単位は以下に示すカタログデータを使用した。 
表 設備機器騒音原単位の設定根拠 

 
※メーカーカタログに周波数別騒音レベルの記載がなかったため代表周波数を 500Hz とした。 

1 MAC-1 7:00～21:30 RAS-GP450TS 85 PWL 85 500
2 MAC-2 7:00～21:30 RAS-GP450TS 85 PWL 85 500
3 MAC-3 7:00～21:30 RAS-GP560TS 85 PWL 85 500
4 MAC-4 7:00～21:30 RAS-GP450TS 85 PWL 85 500
5 PAC- 1 7:00～21:30 RAS-GP112RSH4 74 PWL 74 500
6 PAC- 1 7:00～21:30 RAS-GP112RSH4 74 PWL 74 500
7 PAC- 2 7:00～21:30 RAS-GP160RSH14 76 PWL 76 500
8 PAC- 3 7:00～21:30 RAS-GP160RSH14 76 PWL 76 500
9 PAC- 4 7:00～21:30 RAS-GP224RSH1 78 PWL 78 500
10 PAC- 5 7:00～21:30 RAS-GP280RSH1 80 PWL 80 500
11 PAC- 5 7:00～21:30 RAS-GP280RSH1 80 PWL 80 500
12 PAC- 6 7:00～21:30 RAS-GP335RSH1 83 PWL 83 500
13 PAC- 7 7:00～21:30 RAS-GP63RSH3 67 PWL 67 500
14 PAC- 8 7:00～21:30 RAS-GP160RSH14 76 PWL 76 500
15 RC- 1 7:00～21:30 RAC-ZJ2225S 54 PWL 54 500
16 RC- 1 7:00～21:30 RAC-ZJ2225S 54 PWL 54 500
17 RC- 2 7:00～21:30 RAC-ZJ2525S 56 PWL 56 500
18 RC- 2 7:00～21:30 RAC-ZJ2525S 56 PWL 56 500
19 RC- 3 7:00～21:30 RAC-ZJ3625S 62 PWL 62 500
20 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
21 HEU-2 7:00～21:30 LGH-N65RXW2 50 1.5 61.5 500
22 HEU-2 7:00～21:30 LGH-N65RXW2 50 1.5 61.5 500
23 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
24 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
25 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
26 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
27 HEU-11 7:00～21:30 VL-160ZS4 41.5 1 49.5 500
28 HEU-11 7:00～21:30 VL-160ZS4 41.5 1 49.5 500
29 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
30 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
31 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
32 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
33 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
34 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
35 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
36 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
37 HEU-1 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
38 HEU-12 7:00～21:30 VL-160ZS4 41.5 1 49.5 500
39 HEU-4 7:00～21:30 LGH-N35RXW2 40 1.5 51.5 500
40 HEU-5 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
41 HEU-5 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
42 HEU-10 7:00～21:30 LGH-N25CX3D 32 1.5 43.5 500
43 HEU-10 7:00～21:30 LGH-N25CX3D 32 1.5 43.5 500
44 HEU-7 7:00～21:30 LGH-N35RXW2 40 1.5 51.5 500
45 HEU-9 7:00～21:30 LGH-N15RXW2 35.5 1.5 47 500
46 HEU-7 7:00～21:30 LGH-N35RXW2 40 1.5 51.5 500
47 HEU-9 7:00～21:30 LGH-N15RXW2 35.5 1.5 47 500
48 HEU-8 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
49 EF-1 7:00～21:30 VD-10ZC14 22 1 30 500
50 EF-11 7:00～21:30 VD-23ZB13 42 1 50 500
51 EF-11 7:00～21:30 VD-23ZB13 42 1 50 500
52 EF-12 7:00～21:30 VD-20ZXP14-C 41.5 1 49.5 500

53-1 EF-3 7:00～21:30 VD-23ZB13 42 1 50 500
53-2 EF-3 7:00～21:30 VD-23ZB13 42 1 50 500
53-3 EF-4 7:00～21:30 VD-15ZPC14 34 1 42 500
53-4 EF-5 7:00～21:30 VD-15ZPC14 34 1 42 500
53-5 EF-6 7:00～21:30 VD-15ZPC14 34 1 42 500
53-6 EF-9 7:00～21:30 VD-13ZVY7 25 1 33 500
53-7 HEU-3 7:00～21:30 LGH-N35RXW2 40 1.5 51.5 500
53-8 HEU-4 7:00～21:30 LGH-N35RXW2 40 1.5 51.5 500
53-9 HEU-5 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
53-10 HEU-5 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
53-11 HEU-6 7:00～21:30 LGH-N65RXW2 50 1.5 61.5 500
54-1 EF-14 7:00～21:30 BFS-80SXA2 56 1.5 67.5 500
54-2 EF-15 7:00～21:30 BFS-210TXA2 69.5 1.5 81 500
54-3 EF-16 7:00～21:30 BFS-450TX2 65 1.5 76.5 500
54-4 EF-7 7:00～21:30 VD-15ZX14-C 27.5 1 35.5 500
54-5 EF-8 7:00～21:30 VD-10ZC14 22 1 30 500
54-6 EF-10 7:00～21:30 VD-23ZB13 42 1 50 500
54-7 HEU-12 7:00～21:30 VL-160ZS4 41.5 1 49.5 500
55-1 EF-2 7:00～21:30 VD-10ZC14 22 1 30 500
55-2 EF-2 7:00～21:30 VD-10ZC14 22 1 30 500
55-3 EF-18 7:00～21:30 EKi00006 30 1 38 500
55-4 EF-18 7:00～21:30 EKi00006 30 1 38 500
55-5 EF-18 7:00～21:30 EKi00006 30 1 38 500
55-6 EF-18 7:00～21:30 EKi00006 30 1 38 500
55-7 HEU-10 7:00～21:30 LGH-N25CX3D 32 1.5 43.5 500
55-8 HEU-10 7:00～21:30 LGH-N25CX3D 32 1.5 43.5 500
56-1 EF-17 7:00～21:30 BFS-210TXA2 69.5 1.5 81 500
56-2 HEU-8 7:00～21:30 LGH-N80RXV2D 50 1.5 61.5 500
56-3 HEU-13 7:00～21:30 VL-160ZS4 41.5 1 49.5 500
57 HEU-13 7:00～21:30 VL-160ZS4 41.5 1 49.5 500
58 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
59 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
60 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
61 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
62 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
63 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
64 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
65 WHG-1 24時間 PG-H1600W 48 1 56 500
66 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
67 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
68 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
69 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
70 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
71 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
72 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
73 EF-19 24時間 GVL3802 32 1 40 500
74 CB-1 キュービクル 24時間 高圧受変電設備 51.7 1 59.7 500
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〇資料-3 騒音予測計算書 

① 等価騒音レベルの予測結果 
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② 夜間における騒音レベルの最大値の予測結果 
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